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がんばったよ♪運動会
　川西へき地保育所と認定こども園の運動会が
開催されました。
　コロナの制限もなくなり、多くの家族が見守
る中、子どもたちは一生懸命にがんばりました。

6/17

6/24認 定 こ ど も 園

川西へき地保育所
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●申請から受講までのながれ

①

●救急救命講習とは？
　救命講習とは、「救急車が現場に到着するまで」
をテーマに応急手当に必要な基礎知識や「心肺蘇
生法」「AEDの取り扱い」など実技中心に学ぶ講
習です。

●講習の種類
●一般救急講習
　住民からの要請に基づく項目により実施する応
急手当の知識と技術に関する講習です。講習内容、
講習時間についてはご相談ください。
（例：応急手当１時間 /AEDの取扱い30分など）
●普通救命講習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（修了証発行）
　倒れた人が大人や子どもである場合を想定して、
心肺蘇生や AEDの使い方など学びます。３時間
のコースと４時間のコースがあります。
●上級救命講習（修了証発行）
　普通救命講習Ⅰ・Ⅱのほかに傷病者管理法、副
子固定法、熱傷の手当、搬送法を学ぶ講習です。
８時間のコースです。
●救命入門コース
　主な普及項目は胸骨圧迫およびAEDの取扱い
です。時間は45分と90分のコースになります。
普及時間を分割した講習を可能とします。
●応急手当WEB講習※詳しくは消防署まで！
　各項目ごとにわかりやすい動画を見て、設問を
解きながら進んでいきます。

●大切な命を救おう！今日から君も救命士 !!
　士幌消防署では平成30年度から町内の小学校で
「ジュニア救命士」認定講習を実施しています。
　命の教育および応急手当の普及啓発を通じ救命
講習の受講率向上、さらには救命率の向上を図る
ことを目的として行い受講した児童には「ジュニ
ア救命士」として認定してます。

・�消防署に
電話して
講習内容
や日時、
人員等を
伝える。

・�申請書に必要事項を記
載して消防署に提出し
ます。申請書は、消防
署にありますが、ホー
ムページからでもダウ
ンロードできます。

・�消防署では警防救急係が担当
しており、電話
で打合せをしま
す。直接消防
に来て打合せ
もできます。

③・�講習日に消防職員が出向いて
講習を行います。講習場所は
公共施設や会
社の他、消防
署でも実施で
きます。

「命の大切さ、どのように行動すべきか」
９月９日は「救急の日」

CALL!119CALL!119

★応急キットのご紹介★
・�もしハチやヘビに咬ま
れた場合に、簡単な操
作で毒液や毒針を吸引
して取り出す応急キッ
トがあります。� �
市販の「吸引器（リム
ーバー）」を使用して
応急処置ができます！
・�種類はいくつかありま
すが、ネット通販やド
ラッグストアなどで購
入できます。
　※�口で毒を吸い出すこ

とや尿をかけること
は体内に毒が侵入し
たり、感染のリスク
がありますのでやめ
ましょう。

救急情報

●ハチに刺されたら
� どうすればいいのか●
①その場から離れる
②�傷口を洗い毒を出す� �
（針を抜く）
③傷口を冷やす
④病院を受診

アナフィラキシー
症状とは？

・�原因となる物質に対す
る重いアレルギー反応。
〈主な症状〉
・�気道が� �
狭くなる
　➡�息ができな

くなる
・�血圧が� �
低下する
　➡�意識が混濁・

脱力
※�少しでも症状が現れたら、
救急車を呼ぶか、病院
へ行きましょう。

生命の
危険

認定証

●９月９日「救急の日」の日に伴う講習会のご案内●　　★士幌消防署二階講堂集合 !!
　毎月９月９日を救急の日とし、この
日を含む１週間を救急医療週間と定め
られています。消防署では普通救命講
習Ⅰ（AED を用いた心肺蘇生法等）
を開催します。ご家族・ご友人・同僚
をお誘い合わせの上、お気軽に参加し
てください。

■実 施 日　９月10日（日）９時～12時
■実施場所　士幌消防署　二階講堂
■講習内容　�①心肺蘇生法 ② AED取扱い�

③応急手当等
■服　　装　動きやすい服装
■受 講 料　無料
■受付期間　８月１日（火）～９月４日（月）

♦申込先♦
士幌消防署

（警防救急係）
☎５－２３２３

②
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お
楽
し
み
昼
食
会

�
～
社
会
福
祉
協
議
会
～

地
域
貢
献
感
謝
状
を
贈
呈

�

～
北
海
道
道
路
整
備
㈱
～

令
和
５
年
度　
消
防
演
習

�

～
士
幌
消
防
団
～

　
６
月
14
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に

て
、
お
楽
し
み
昼
食
会（
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
昼
食
会
は
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

る
65
歳
以
上
の
町
民
の
方
を
対
象
と
し
、

触
れ
合
い
や
交
流
の
機
会
を
持
つ
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
中
士
幌
ひ
ま
わ
り
婦
人

部（
大
西
廉
子
部
長
）の
皆
さ
ん
に
調
理

し
て
い
た
だ
い
た
、
ホ
タ
テ
の
炊
き
込

み
ご
飯
や
小
松
菜
の
な
め
茸
和
え
、
お

味
噌
汁
の
ほ
か
、
婦
人
部
の
皆
さ
ん
が

資
源
回
収
活
動
を
し
て
得
た
資
金
に
よ

り
提
供
さ
れ
た
ス
イ
カ
を
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
６
月
16
日
、
北
海
道
道
路
整
備
株
式

会
社
の
坂
本
芳
美
代
表
取
締
役
社
長
が

教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
土
屋
教
育
長
よ

り
地
域
貢
献
に
対
す
る
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
に
は
５
月
29
日
に
、
佐
倉
公
民

館
の
駐
車
場
区
間
線
を
塗
装
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。坂
本
社
長
は「
地
元
の
方
々

の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
い
つ
で
も
声
を
か
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
」と
話
し
、
土
屋
教
育
長

は「
今
回
の
ご
厚
意
に
、
心
よ
り
感
謝

し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
士
幌
町
表
彰

●
永
年
勤
続
表
彰（
20
年
勤
続
）

　
矢
野　
裕
司（
第
２
分
団
班
長
）

●
感
謝
状（
退
団
者
表
彰
）

　
谷
本　
仁
志（
元
第
１
分
団
分
団
長
）

　
森
本　
悦
淑（
元
第
２
分
団
副
分
団
長
）

　
今
木　
教
雄（
元
第
１
分
団
部
長
）

◆
士
幌
消
防
団
表
彰

●
精
勤
表
彰

　
小
林　
利
将（
第
２
分
団
副
分
団
長
）

　
久
保
田　
裕
一（
同
班
長
）

　
北
嶋　
克
章（
第
１
分
団
団
員
）

　
中
川　
敏（
本
部
部
長
）

　
小
椋　
佳
祐（
第
２
分
団
団
員
）

　
米
木　
淳
子（
本
部
団
員
）

　
椿　
真
嗣（
第
１
分
団
団
員
）

　
６
月
18
日
、
農
村
運
動
公
園
駐
車
場

に
て
、
士
幌
消
防
団
に
よ
る
消
防
演
習

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
習
は
、
消
防
の
基
礎
訓
練
を
行
い
、

規
律
と
正
し
い
消
防
機
械
器
具
の
取
扱

を
身
に
付
け
、
資
質
向
上
と
消
防
団
の

融
和
、
団
結
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
。
団
員
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
訓
練
や

一
斉
放
水
、
分
列
行
進
な
ど
日
頃
の
訓

練
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
演
習
終
了
後
に
は
、
長
年
団
員

と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
（
敬
称
略
）

茶 

の 

間 

●　
●　
●　
●　
●　

茶 

の 

間 

●ま
●ち
●の
●動
●き

～心より感謝申し上げます～
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運
動
教
室
を
実
施

�

～
保
健
福
祉
課
～

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

�

～
士
幌
高
校
～

全
道
大
会
へ
の
出
場
を
報
告

�

～
士
幌
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
～

　
６
月
21
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

小
林
永
枝
さ
ん
を
招
き
、
運
動
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
参
加

し
た
小
枝
ミ

ヨ
さ
ん
は
、

「
楽
し
か
っ
た
。

体
を
動
か
し

て
ス
ッ
キ
リ

し
た
」と
話

し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、

小
枝
さ
ん
は

毎
回
こ
の
運

動
に
参
加
し

て
お
り
、「
健

康
を
意
識
す

る
こ
と
が
で

き
、
お
か
げ
で
病
気
に
も
な
ら
な
い
。

参
加
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
輪
も
広
が
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
講
師
の
小
林
さ
ん
は
、「
と
に
か
く
運

動
を
楽
し
む
こ
と
が
一
番
。
お
し
ゃ
べ

り
を
し
な
が
ら
な
ど
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
歩
く
こ
と
が
大
切
。
ま
た
、
車
で
は

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
発

見
で
き
る
の
が
散
歩
の
良
い
と
こ
ろ
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
の
３
日
間
、

士
幌
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が

町
内
外
の
企
業
、
団
体
や
農
場
な
ど
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
体
験
学
習

を
通
し
て
、
将
来
の
進
路
に
向
け
て
必

要
な
知
識
や
社
会
人
と
し
て
の
資
質
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
２
年
生
が

実
施
。
事
務
、
販
売
、
製
造
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
職
場
を
体
験
し
ま
す
。

　
士
幌
町
役
場
地
域
戦
略
課
で
、
ふ
る

さ
と
納
税
業
務
を
体
験
し
た
新
鞍
清
香

さ
ん（
同
校
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
科
２
年
）

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
同
封

す
る
お
礼
状
の
新
デ
ザ
イ
ン
を
一
緒
に

考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
鞍
さ
ん
は「
親
が
公
務
員
で
興
味

が
あ
っ
た
。

将
来
の
進

路
を
決
め

る
上
で
、

大
変
参
考

に
な
っ
た
」

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
６
月
21
日
、
ホ
ク
レ
ン
旗
争
奪
第
41

回
北
海
道
少
年
軟
式
野
球
選
手
権
大
会

（
札
幌
市
）に
出
場
す
る
士
幌
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
の
選
手

た
ち
が
、
土

屋
教
育
長
を

表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　

同
少
年
団

は
、
５
月
13
、

14
、
20
日
に

帯
広
市
な
ど

で
開
催
さ
れ

た
高
円
宮
賜

杯
第
43
回
全

日
本
学
童
軟

式
野
球
十
勝

支
部
予
選
大

会
に
出
場
し
、

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

で
優
勝
を
飾
り
、
実
に
25
年
ぶ
り
に
全

道
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
主
将
の
尾
藤
陸
斗
選
手
は
、「
練
習
の

成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
精
一
杯

頑
張
る
」と
強
く
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

～
す
ご
い
ぞ
！
し
ほ
ろ
っ
こ
!!
～

し
ほ
ろ
っ
こ
が

ワ
ン
ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

～
全
十
勝
新
体
操
競
技
選
手
権
～

　
５
月
28
日
、
帯
広
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
15
回
全
十
勝
新
体
操
競
技
選
手
権

大
会（
よ
つ
葉
ア
リ
ー
ナ
）」Ｄ
ク
ラ
ス

に
お
い
て
、
堀
江
い
ろ
は
さ
ん（
士
幌

小
学
校
３
年
）が
優
勝
、
藤
内
陽
和
さ

ん（
同
小
同
年
）が
準
優
勝
を
果
た
し
、

し
ほ
ろ
っ
こ
が
ワ
ン
ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ

ュ
を
飾
り
ま
し
た
！

　

堀
江
さ
ん
は「
前
回
の
大
会
で
４
位

と
く
や
し
い
思
い
を
し
た
の
で
う
れ
し

い
」と
話
し
、
藤
内
さ
ん
は「
普
段
の
練

習
だ
け
で
は
な
く
、
自
主
練
を
い
っ
ぱ

い
や
っ
た
こ
と
も
結
果
に
つ
な
が
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

～
す
ご
い
ぞ
！
し
ほ
ろ
っ
こ
!!
～
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消
防
署
を
見
学

�

～
川
西
へ
き
地
保
育
所
～

特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
学
ぶ

�
～
下
居
辺
長
寿
会
～

　
６
月
29
日
、
川
西
へ
き
地
保
育
所
の

園
児
８
名
が
、
士
幌
消
防
署（
仙
石
譲

署
長
）の
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
園
児
ら
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
実
施
。
こ
の
日
は
、
３
班
に
分
か

れ
、
放
水
体
験
、
救
急
車
見
学
、
ミ
ニ

消
防
車
搭
乗
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
見
学
中
、
実
際
に
１
１
９
番
通
報
が

あ
り
、
救
急
車
が
出
動
す
る
様
子
も
目

の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は「
放
水
が
楽
し
か
っ
た
」

「
消
防
の
服
を
着
た
の
が
楽
し
か
っ
た
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
22
日
、
下
居
辺
公
民
館
に
て
、

下
居
辺
長
寿
会
の
創
立
60
周
年
事
業
と

し
て
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
出
前
講
座
を

開
催
し
、
地
区
住
民
ら
９
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
講
師
に
お
び
し
ん
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社
の
石
井
博
樹
代
表
取
締
役

を
招
き
、
特
殊
詐
欺
の
手
口
や
事
例
、

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
具
体
策
な
ど
、

十
勝
管
内
で
の
実
際
に
起
き
た
事
件
を

も
と
に
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
井
代
表
取
締
役
は「
詐
欺
は
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
誰
に
で
も
起
こ
る
こ
と
。

自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
思
わ
な
い
よ
う

に
」と
参
加
者
へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
道
内
を
中
心
に
活
躍
す
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ー「
ピ
エ
ロ
の
ぐ
っ
ち
」に
よ
る
ス
ト

リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
人
気
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
内
６
か
所
を
回
り
、
ス
タ
ン
プ

を
押
す
と
２
０
０
円
分
の
商
品
券
と
し

て
使
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行
わ
れ
、

家
族
や
友
だ
ち
同
士
で
訪
れ
た
方
は
夜

店
め
ぐ
り
を
楽
し
ん
で
お
り
、
コ
ロ
ナ

も
明
け
、
久
し
ぶ
り
の
お
祭
り
気
分
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
23
日
、
西
２
線
商
店
街
に
て
、

第
20
回
お
た
の
し
み
ナ
イ
ト（
士
幌
町

商
工
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

方
が
来
場
し
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し

た
。

　
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
お
た
の

し
み
ナ
イ
ト
に
25
店
舗
が
出
店
。
カ
レ

ー
や
お
で
ん
、
焼
き
鳥
、
か
き
氷
、
お

も
ち
ゃ
く
じ
、
縁
日
な
ど
の
夜
店
が
軒

を
連
ね
ま
し
た
。

★　第20回　士幌おたのしみナイト　★

6広報しほろ� 2023 . 8



農
村
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
担
い
手
と
し
て

�

～
新
農
業
後
継
者
就
農
激
励
会
～

　
６
月
30
日
、
し
ほ
ろ
温
泉
プ
ラ
ザ
緑
風
に
て
、
士
幌
町
新
農
業
後
継
者
就
農
激
励

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
制
限
も
な
く
な
り
、
４
年
ぶ
り
に
会
食
形
式
で
の
開
催
と
な
っ
た
今
回

の
激
励
会
に
、
新
規
就
農
者
と
そ
の
ご
家
族
、
来
賓
ら
31
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
髙
木
町
長
は「
若
い
皆
さ
ん
の
発
想
力
や
行
動
力
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
農
村
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
担
い
手
の
皆
さ
ん
を “
チ
ー
ム
士
幌
”で
支
援
し
て

い
く
」と
激
励
。
士
幌
町
農
業
協
同
組
合
の
國
井
浩
樹
代
表
理
事
組
合
長
は「
先
人
た

ち
が
築
き
上
げ
た
恵
ま
れ
た
環
境
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
常
に
新
し
い
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ
て
欲
し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
新
規
就
農
者
は
一
人
ひ
と
り「
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
立
派
な
農
家
に

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」「
農
場
を
よ
り
発
展
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
」な

ど
力
強
く
決
意
表
明
を
述
べ
ま
し
た
。

　
新
規
就
農
者
は
次
の
11
名
で
す
。（
敬
称
略
）

駐在区 氏名 父母等氏名 営農類型
共進 中波　侑紀 中波　俊一 畑作
佐倉南区 山下　拓真 山下　博司 酪農
士幌南一区 森本　凱 森本　章敬 畑作
士幌南旭区 兼山　滉都 兼山　和浩 畑作
常盤 三島　太呂 三島　敦 畑作
士幌北一区 角田　健輔 角田　富美幸 畑作
平和 河口　湧太 河口　和吉 畑作
開運 中島　涼太 中島　邦康 畑作
新田第二 鈴木　聖也 鈴木　徹也 畑作
西上 富澤　亮太 富澤　弘信 畜産
平和 清井　宏樹 中館　嘉博 畑作

幼児・小学生水泳教室
� ～士幌町民プール～

　
７
月
１
、
２
、
８
、
９
日
、
士
幌
町
民
プ
ー
ル

に
て
、
初
心
者
向
け
の
幼
児
・
小
学
生
水
泳
教
室

が
開
催
さ
れ
、
延
べ
幼
児
52
名
、
小
学
生
93
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
オ
カ
モ
ト
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
指
導

し
、
幼
児
コ
ー
ス
と
小
学
生
コ
ー
ス（
２
日
間
×

２
コ
ー
ス
）で
習
熟
度
ご
と
に
ク
ラ
ス
を
分
け
て

実
施
。
幼
児
コ
ー
ス
で
は
、
飛
行
機
や
ラ
ッ
コ
泳

ぎ
な
ど
水
に
慣
れ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
小
学

生
コ
ー
ス
で
は
、
ビ
ー
ト
板
を
用
い
た
泳
ぎ
の
練

習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
水
の
中
で
楽
し
く
元
気
い
っ
ぱ

い
運
動
し
、
元
気
な
声
は
外
ま
で
響
い
て
い
ま
し

た
。
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北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技

大
会
出
場
を
報
告

�

～
士
幌
陸
上
ク
ラ
ブ
～

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援

補
助
金
を
交
付

�

～
後
藤
矢
さ
ん
家
族
～

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

�

～
士
幌
歌
友
会
～

町
民
体
育
祭

�

～
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＆
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
～

　
７
月
４
日
、
北
海
道
小
学
生
陸
上
競

技
大
会（
苫
小
牧
市
）に
出
場
す
る
士
幌

陸
上
ク
ラ
ブ
の
児
童
10
名
が
教
育
委
員

会
を
訪
れ
、
土
屋
教
育
長
に
出
場
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
大
野
隆
晴
さ
ん（
上
居

辺
小
６
年
）は「
み
ん
な
で
協
力
し
、
自

己
ベ
ス
ト
を
出
し
た
い
」と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

　

土
屋
教
育
長
は「
自
己
ベ
ス
ト
も
大

切
だ
が
、
ま
ず
は
大
会
を
楽
し
ん
で
頑

張
っ
て
」と
選
手
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
７
月
５
日
、
町
内
で
新
居
を
建
て
ら

れ
た
後
藤
矢
さ
ん
に「
マ
イ
ホ
ー
ム
建

設
支
援
補
助
金
」50
万
円（
う
ち
25
万
円

は
商
工
会
商
品
券
）が
交
付
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
来
庁
さ
れ
た
後
藤
さ
ん
に

髙
木
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
助
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
後
藤
さ

ん
は「
土
地
が
広
い
の
で
、
庭
づ
く
り

の
た
め
に
使
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
町
は
、
移
住
・
定
住
者
の
増
加
を
図

る
た
め
、
町
内
に
初
め
て
マ
イ
ホ
ー
ム

を
持
ち
、
10
年
以
上
定
住
さ
れ
る
方
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

　
７
月
２
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に

て
、
士
幌
歌
友
会（
桒
原
一
敏
会
長
）主

催
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
の
挨
拶
で
桒

原
会
長
は
、「
今
日
開
催
で
き
た
こ
と
に

感
謝
す
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と
話
し
、

コ
ン
サ
ー
ト
が
ス
タ
ー
ト
。

　
第
１
部
で
は
歌
友
会
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
歌
謡
や
踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

全
36
曲
が
披
露
さ
れ
、
第
１
部
の
最
後

に
は
ｋ
ｉ
ｍ
ｉ
ｋ
ｏ
さ
ん
が
特
別
ゲ
ス

ト
と
し
て
登
場
し
、「
北
の
道
の
花
︱
ラ

ベ
ン
ダ
ー
」と「
ア
ジ
サ
イ
」の
２
曲
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
第
２
部
で
は
、
演
歌
歌
手
、

三
門
忠
司
さ
ん
が
登
場
し
、
約
１
時
間

の
歌
唱
と
ト
ー
ク
で
会
場
を
盛
り
上
げ
、

最
後
の
曲
で
は
２
０
２
２
年
に
リ
リ
ー

ス
さ
れ
た「
夫
婦
し
ぐ
れ
」を
披
露
し
、

約
１
６
０
名
の
大
き
な
拍
手
と
歓
声
の

中
舞
台
の
幕
は
閉
じ
、
会
場
が
一
体
と

な
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
４
日
か
ら

７
日
に
か
け
て
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
民
の
体
力

づ
く
り
、
ス
ポ
ー

ツ
活
性
化
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、

健
康
で
明
る
く
豊

か
な
町
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

　
初
日
の
４
日
は
、
佐
倉
と
市
街
北
町

が
対
戦
。
思
わ
ぬ
大
激
戦
の
末
、
佐
倉

が
12
―
11
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
収
め
ま

し
た
。

　
15
日
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
競
技
は
、
１

チ
ー
ム
３
～
４
名
、
計
21
組
の
町
民
が

参
加
。
数
多
く
あ
る
チ
ー
ム
の
中
、
北

町
Ｂ（
松
本
正
明
さ
ん
・
向
井
察
光
さ
ん
・

瀬
口
弘
子
さ
ん
・
西
山
友
子
さ
ん
）が

見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ど
の
チ
ー
ム
も
、
優
勝
を
目
指
し
な

が
ら
も
楽
し
む
こ

と
を
忘
れ
ず
、
交

流
を
深
め
な
が
ら

プ
レ
ー
す
る
様
子

が
う
か
が
え
ま
し

た
。

～すごいぞ！しほろっこ !!～
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７
月
８
日
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
に
て
、
し

ほ
ろ
っ
ち
夏
祭
り
花
火

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
多
く
の
お
客
さ

ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

縁
日
や
中
央
中
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
、
お
菓

子
ま
き
、「
Ｙ
ｏ
ｕ　

Ｌ

ｉ
ｆ
ｅ　

Ｓ
ｈ
ｉ
ｈ
ｏ

ｒ
ｏ
」「
バ
レ
エ
＆
ダ
ン

ス
内
杉
」に
よ
る
ダ
ン
ス
、

「
大
道
芸
人
Ｐ
ｌ
ｕ
ｔ
ｏ
」

に
よ
る
大
道
芸
な
ど
、

コ
ン
テ
ン
ツ
が
盛
り
だ

く
さ
ん
の
祭
り
に
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
そ
し
て
20

時
頃
、
祭
り
の
目
玉
で

あ
る
花
火
大
会
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
ス
タ

ー
ト
と
同
時
に
大
き
な

第41回 しほろっち夏祭り花火大会第41回 しほろっち夏祭り花火大会

花
火
が
打
ち
上
が
り
、

約
30
分
間
続
い
た
綺

麗
な
花
火
に
参
加
者

は
目
を
奪
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
最

後
の
花
火
が
打
ち
上

が
り
、
そ
の
余
韻
に

包
ま
れ
る
中
、
祭
り

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

７
月
９
日
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費

拡
大
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト「
乳
フ
ェ
ス
」

（
乳
フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
主
催
）が
、
道

の
駅
ピ
ア
21
し
ほ
ろ
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
「
牛
乳
の
お
祭
り
っ
て
な
ぜ
な
い
の
？
」

と
い
う
士
幌
町
中
央
中
生
徒
の
何
気
な

い
一
言
か
ら
始
ま
っ
た
今
回
の
フ
ェ
ス
。「
酪

農
家
が
主
役
に
な
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
町

に
あ
れ
ば
い
い
」と
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
、

町
内
の
酪
農
家
や
元
地
域
お
こ
し
協
力

隊
な
ど
の
有
志
が
実
行
委
を
つ
く
り
企

画
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
牛
乳
・
乳
製
品
を
使
用

し
た
飲
食
ブ
ー
ス
や
、
子
牛
と
の
触
れ

合
い
、
酪
農
を
知
る
紙
芝
居
、
牛
の
模

擬
分
娩
体
験
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

物
販
コ
ー
ナ
ー
な
ど
約
30
店

が
軒
を
連
ね
、
同
校
美
術
部

が
約
１
８
０
０
個
の
牛
乳
パ

ッ
ク
を
使
用
し
て
牛
と
牛
舎

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
巨
大
オ

ブ
ジ
ェ
が
会
場
に
彩
り
を
添

え
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
３
種
類

の
牛
乳
を
飲
み
比
べ
る「
利
き

ミ
ル
ク
大
会
」や
、十
勝
を
拠
点

に
活
動
す
る
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド「
Ｚ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
」（
ザ
イ
オ
ン
）な
ど
３

組
の
野
外
ラ
イ
ブ
も
実
施
さ
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

盛
況
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

乳フェス
in shihoro ＠道の駅ピア21しほろ
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７
月
17
日
、
総
合
運
動
公
園
に
て
、

町
長
及
び
団
体
長
杯
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
士
幌
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
嶋
田

勤
会
長
は
、「
今
日
、
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
。
な
ん
と
か
こ

の
大
会
が
続
く
よ
う
に
願
っ
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。
本
大
会
は
、
平
成
４

年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
32
回
目
と

な
り
ま
す
。

　
大
会
で
は
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
争
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
団
体
戦
で
は
北
中
Ａ

（
桒
原
一
敏
さ
ん
・
三
上
和
彦
さ
ん
・

富
田
忠
雄
さ
ん
）が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
個
人
の
部
も
行
わ
れ
、
白
熱

し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

町
長
及
び
団
体
長
杯

�

交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

白
雲
山
登
山
道
整
備

�
～
自
然
環
境
に
親
し
む
会
～

１
０
０
歳
敬
老

　
祝
い
金
を
贈
呈

�

～
髙
士　
茂
造
さ
ん
～

　
７
月
13
日
、
し
ほ
ろ
自
然
環
境
に
親

し
む
会（
佐
藤
昭
雄
会
長
）会
員
な
ど
10

名
が
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
人

気
の
白
雲
山
登
山
道
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

　
毎
年
、
本
格
的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン
が

始
ま
る
前
の
こ
の
時
期
に
、
登
山
者
に

き
れ
い
な
登
山
道
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
登
山
道
を
覆
っ
た
笹
な
ど
を
刈
り
払

い
機
や
手
鎌
で
刈
り
取
り
、
２
時
間
ほ

ど
か
け
て
、
士
幌
町
側
の
登
山
道
を
整

備
し
ま
し
た
。

　
７
月
14
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ほ
ほ
え
み
に
て
、
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
た
髙
士
茂
造
さ
ん（
大
正
12
年
７
月

14
日
生
ま
れ
）に
亀
野
副
町
長
か
ら
敬

老
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
茂
造
さ
ん
に
長
生
き
の
秘
訣
を
お
伺

い
す
る
と
、「
好
き
嫌
い
し
な
い
で
ご
飯

を
食
べ
る
・
無
茶
な
こ
と
を
し
な
い
。

細
く
長
く
生
き
る
こ
と
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
７
月
17
日
、

総
合
研
修
セ

ン
タ
ー
に
て
、

開
町
１
０
０

周
年
を
記
念

し
士
幌
町
女

性
団
体
連
絡

協
議
会（
大

西
廉
子
会
長
）

主
催
の「
帯

広
三
条
高
校

合
唱
部
＆
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト

コ
ン
サ
ー
ト
」

が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
演
奏
は
３

部
構
成
で
、

一
人
ひ
と
り

の
声
が
重
な
り
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
奏
で
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
士
幌
町

出
身
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
、
太
田
究

さ
ん
も
参
加
し
、
美
し
い
音
色
で
会
場

２
０
０
名
の
方
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
同
合
唱
部
の
森
本
悠
月
さ
ん（
３
年
）

は
、「
練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
歌
を
届

け
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

開
町
１
０
０
周
年
記
念

女
性
連
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
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